
必ずお読みください 

新型コロナウイルス感染症予防接種について 

 
１．新型コロナウイルス感染症とは 

新型コロナウイルス感染症は、主に咳やくしゃみ等の飛沫感染が中心で、閉鎖空間でのエ

アロゾル感染や接触感染もあります。症状は発熱、咽頭痛、咳などが中心で、重症化すると

呼吸困難等の肺炎の症状が悪化し、死に至る場合もあります。高齢者及び基礎疾患のある場

合は、重症化するリスクが高いといわれています。 

　　　ワクチン接種により、感染後の重症化予防等の効果が期待されています。予防接種を受け

てから免疫がつくまでに１～2週間程度かかります。ワクチン接種を受けても、発症等を完

全には予防できないため、うがいや手洗いなど適切な感染防止対策を合わせて講じる必要が

あります。 
 

２．新型コロナウイルス感染症予防接種を受けるにあたって 

（１）一般的注意 

法律で定められた新型コロナウイルス感染症予防接種の対象者は、接種当日に６５歳以上

である方および６０歳以上６５歳未満の方で心臓やじん臓、呼吸器に重い病気のある方など

です（６０歳以上６５歳未満の方で、対象となるかどうかわからない場合は、串木野健康増

進センターにお尋ねください）。 

また、予防接種を受けることは義務ではなく、対象者本人が予防接種を希望する場合に限

り接種を行います。原則として、予防接種を希望しない人には接種は行いません。 

予診票の「新型コロナウイルス感染症予防接種希望書」欄に、本人の署名が必要です（代

筆可）。接種を受ける本人の正確な意思確認が難しい場合には、家族等から本人の接種意思

を確認することは認められていますが、自らの意思で接種を希望していることを確認する必

要があります。 
 

（２）予防接種を受けることができない人 

① 明らかに発熱のある人（一般的に３７.５℃を超える場合を指す） 

② 重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな人 

急性の病気で薬を飲む必要のあるような人は、その後の病気の変化が分からなく

なる可能性もあるので、その日は見合わせるのが原則です。 

③ 予防接種で接種後２日以内に発熱のみられた者及び全身性発疹等のアレルギーを疑

う症状を呈したことがある者並びに過去に免疫不全の診断がされている人 

④ 予防接種の接種液に含まれる成分によって、アナフィラキシーなど重度の過敏症を

起こしたことがあることが明らかな人 

「アナフィラキシー」というのは通常約３０分以内に起こるひどいアレルギー反応のことで、

発汗、顔が急にはれる、全身にひどいじんましんが出る、吐き気、嘔吐、声が出にくい、息が苦

しいなどの症状に続き、血圧が下がっていく激しい全身反応です。「重度の過敏症」とはアナフ

ィラキシーや全身性の皮膚・粘膜症状、喘鳴、呼吸困難、頻脈、血圧低下等、アナフィラキシー

を疑わせる複数の症状です。 

⑤ その他、医師が不適当な状態と判断した場合 
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（３）予防接種を受けるに際し、担当医師とよく相談しなくてはならない人 

① 心臓病、腎臓病、肝臓病や血液、その他慢性の病気で治療を受けている人 

② 過去の予防接種で、接種後 2日以内に発熱のみられた人及び全身性発疹等のアレル

ギーを疑う症状を呈したことがある人 

③ 今までにけいれん（ひきつけ）を起こしたことがある人 

④ 今までに本人や近親者に免疫状態の異常を指摘されたことのある人 

⑤ 接種しようとする接種液の成分に対して、アレルギーを呈する恐れのある人 

⑥ 抗凝固療法を受けている人、血小板減少症または凝固障害のある人 

 

（４）予防接種を受けた後の一般的注意事項 

① 接種後３０分間は、急な副反応が起こることがあります。医師（医療機関）とすぐ

に連絡を取れるようにしておきましょう。 

② 入浴は差し支えありませんが、注射した部位を強くこすることはやめましょう。 

③ 接種当日はいつも通りの生活をしてもかまいませんが、激しい運動や大量の飲酒は

避けましょう。 

④ 高熱やけいれん等の異常な症状が出た場合は、速やかに医師の診察を受けてくださ

い。 

 

３．新型コロナワクチンについて 

　　　流行している株に対応したワクチンを用いることで、より高い中和抗体価の上昇等が期待

されることから、国において毎年ワクチンの種類を見直すこととなっています。 

　　　今年度の定期接種に使用されるワクチンについて詳しいことは、厚生労働省のホームペー

ジでご確認ください。 

　　　　　　　　　　　　　　　　 

４．副反応について 

①　主な副反応として、注射した部位の痛み、疲労、頭痛、筋肉や関節の痛み、寒気、

下痢、発熱等がみられることがありますが、ほとんどが接種後数日以内に回復してい

ます。また、まれに重い副反応として、アナフィラキシーが報告されています。接種

後に気になる症状があった場合は、接種医またはかかりつけ医にご相談ください。 

②　ごくまれではあるものの、心筋炎や心膜炎を疑う事例が報告されています。接種後

数日の間に胸痛、息切れ、むくみ等の症状があった場合は、医療機関を受診してくだ

さい。 

③　ごくまれではあるもの、ｍRNA ワクチン接種後にギラン・バレー症候群が報告され

ています。接種後、手足の力が入りにくい、しびれ等の症状が現れた場合は、医療機

関を受診してください。 

 

５．予防接種健康被害救済制度について 

万一、重い副反応が生じた場合に、厚生労働大臣が予防接種法に基づく定期の予防接種に

よるものと認定したときは、予防接種法に基づく健康被害救済の給付の対象となりますので

串木野健康増進センターへご相談ください。 

 
 

〇お問合せ先　串木野健康増進センター（☎３３－３４５０）

 厚労　コロナ　ワクチン 検索


